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1. はじめに 

ＪＲ九州鹿児島本線の熊本駅周辺は、踏切除去によ

り交通渋滞及び踏切事故を解消し、分断されていた地

域が一体となった新しいまちづくりを行う為に連続立

体交差事業を行っている。この事業の内、本工事は島

崎通り踏切から一新踏切までの約 600m 間の高架橋、橋

梁の施工を行うものである。施工箇所は、九州新幹線、

鹿児島本線に近接しており、対面には小学校や民家が

隣接しているために、施工ヤードの幅員は 10m 程度と

狭小である。また、場内への出入口が踏切横３箇所と

限定されているため、工程確保を実現する施工計画を

検討する必要があった。図-1,図-2 に本工事の断面図と

平面図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 狭小幅ヤードにおける施工上の工夫 

（1）門型支保工の採用 

高架橋の施工にあたり、型枠支保工を全断面に組立

てるとその区間が遮断され、工事用車両の往来が出来

なくなる。隣接箇所の着手を型枠支保工解体後に開始

した場合、工期内に完成しない事から、門型支保工を

採用した。図-3 に門型支保工の写真、図-4 に支保工図

を示す。 

 

図-1 断面図 

 

 

門型にすることによって、他作業箇所への車両の通

行が可能となり、同時期の施工を行うことが出来る。

車両の接触防止として、支保工入口と高架橋の柱には、

紅白明示や照明灯を配置した。また、ヤードが狭くス

ラブ上への昇降足場を設けることが出来ないため、支

保工内部に作業通路、昇降階段を設けることで、狭い

場所での施工を可能とした。 

図-2 平面図
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図-3 門型支保工 

 

（2）鋼製フレームによる柱型枠の採用 

高架橋の柱（約 10m）の施工において、通常の合板型

枠とセパレーターを用いた施工方法では、支保工内部

に柱型枠組立用の足場を設置する必要があり、門型の

通路部に車両が通行できなくなる。そこで、大型の鋼

製フレームを用いた柱型枠を使用して足場工削減、施

工の簡素化と工程短縮を図った。図-5 に鋼製フレーム

による柱型枠の施工状況、図-6 に鋼製フレーム型枠図

を示す。 

クレーンにより予め、鋼製フレーム内に合板等を組

立てた柱型枠を所定の位置に建込み、その接合部のボ

ルト締めを行う。また、締付け材としてセパレーター

を使用しないためコンクリート面に P コン跡がないコ

ンクリート面に仕上げることができる。 

表-1 に施工日数の比較を示す。 

表-1 施工日数比較 

 

 

 

3. まとめ 

営業線近接工事に加えて、狭小幅な場所であること

から、工程、施工共に困難が想定されたが、各工種施

工方法を検討し工期内に施工を完了し、軌道工事への

引渡しを行うことが出来た。今回の経験を次の工事に

活かしていき、工期短縮と高品質なものを構築してい

きたいと考えている。 

 

 

 

 

図-4 門型支保工 

 
図-5 鋼製フレーム型枠の設置状況 

 

図-6 鋼製フレーム型枠図 

鋼製フレーム型枠 
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